




The Effect of Crosswalk Width  












































観察機材：ビデオカメラ 1 台（Panasonic 社製，HC-V300M）を用いて観察対象となる横断歩道の映像を記録し、後日
PC 上において映像内容を分析した。
観察対象：東京都千代田区内、JR 神田駅周辺にある 5 ｍ、 ７ ｍ、 9 ｍ、11ｍ、13ｍ、15ｍの距離の横断歩道各一箇所を
観察対象とした。なお、横断歩道の選定基準は、1 ）歩行者用信号機（押しボタン式ではない）が設置されていること、
2 ）神田駅から徒歩15分以内の距離に存在すること、 3 ）一方通行の出口であることの 3 点全てを満たしていることと
した。これらの基準は、歩行者の社会生活における個人特性を可能な限り等質とするため（選定基準 2 ）、および歩行者
による交通状況認知が容易となる状況を設定するため（選定基準 3 ）に設けられた。観察地点を含めた横断歩道の環境




観察日時： 9 月および10月の平日10時から1４時の間に観察を行った。 1 回の観察は 1 地点につき 1 時間を単位とし、観
察開始から 1 時間経過後には異なる横断歩道へと観察地点を変化させた。時間帯の影響を極力排除するため、観察時間
帯については横断歩道の距離ごとにカウンタバランスをとった。
計測方法：歩行者用信号が赤となり、次に青に変わるまでを 1 回の計測期間とした。また、 1 回の計測期間中に、 1 ）
歩行者が一人以上待機していること、 2 ）対象横断歩道から10ｍの範囲内に計測対象に向かい走行する車両が存在しな
いこと（Figure 1 参照）、3 ）警察官や交通安全指導員等が存在しないこと、の 3 条件を全て満たした場合を 1 回の有効
















有効観察回数 観察人数 平均観察人数 総違反者数 総遵守者数
横断歩道の距離
5 ｍ 74 200 2.7 128 72
７ ｍ 46 346 7.5 189 157
9 ｍ 65 663 10.2 283 380
11ｍ 79 327 4.1 232 95
13ｍ 44 402 9.1 20 382
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